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ψ
謎
、
護
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十
一
月
一
日
に
江
南
町
が
誕
生
す
る

こ
と
が
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
す
で
に
本
村
が
町
に
な
る
こ
と
は
確

定
的
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
九
月
一
一
十

五
日
付
県
報
、
二
十
六
日
付
官
報
で
そ

れ
ぞ
れ
告
示
さ
．
れ
、
正
式
決
定
と
な
り

ま
し
た
。

　
本
村
は
、
昭
和
三
十
年
一
月
一
日
、

旧
御
正
村
と
小
原
村
が
合
併
し
誕
生
、

以
来
三
十
年
問
の
成
果
が
実
っ
た
わ
け

で
す
。

　
合
併
当
時
（
昭
和
三
十
年
度
）
の
一

般
会
計
当
初
予
算
は
、
一
千
七
百
六
十

五
万
九
千
七
百
十
円
。
人
口
八
千
五
十

　
　
　
ゆ
○

役場南の風景

●
自
治
省
告
示
第
百
七
十
六
号
・
村
を
町
と
す
る
処
分

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
八

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
埼
玉
県
大
里
郡
江
南
村
を
大
里

郡
江
南
町
と
す
る
旨
、
埼
玉
県
知
事
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
。

　
右
の
処
分
は
、
昭
和
六
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
そ
の
効
力

を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
　
昭
和
六
十
年
九
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
治
大
臣
　
古
　
屋
　
　
亨

　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
．
＊
　
　
　
　
　
　
　
＊

●
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
三
十
七
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
八

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
六
十
年
十
一
月
一
日
か
ら

大
里
郡
江
南
村
を
江
南
町
と
す
る
。

　
　
昭
和
六
十
年
九
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埼
玉
県
知
事
　
畑
　
　
　
　
和

九
人
。
そ
れ
か
ら
三
十
年
問
、
江
南
村

は
着
実
に
発
展
し
、
今
年
度
は
一
般
会

計
当
初
予
算
二
十
一
億
三
千
五
十
万
円
、

人
口
は
五
十
九
年
に
一
万
人
を
突
破
し
、

今
年
の
九
月
一
日
現
在
で
一
万
四
百
五

人
。
合
併
当
時
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

ほ
ど
大
き
く
伸
び
ま
し
た
。

　
村
の
様
子
も
ず
い
ぶ
ん
変
っ
て
い
ま

す
。
村
産
業
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
農

業
で
は
、
順
調
に
土
地
改
良
事
業
が
進

み
、
現
在
で
は
、
ほ
場
整
備
が
ほ
ぼ
一

〇
〇
％
完
了
、
形
良
く
整
っ
た
水
田
に

大
型
機
械
で
作
業
す
る
人
々
の
姿
が
当

た
り
ま
え
に
な
り
ま
し
た
。

一般会計予算の移りかわり

30年度…1765万9710円

35年度…2604万3550円

40年度…9927万円

45年度…1億8839万円

50年度…7億8849万9000円

55年度…15億3697万6000円

60年度…21億3050万円

60年度555045403530

億
20

15

10

　
　
7

2
　
　
　
　
1

○
○



広報こうなん（3）昭和60年10月15日

11月1．日町
制
施
行

　
　
　
　
　
　
　
　
お

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

　
　
　
　
　
の
交
換
を

　
町
制
施
行
に
伴
い
、
五
〇
㏄
～
ご
一

五
㏄
の
バ
イ
ク
及
び
小
型
特
殊
自
動
車

（
農
耕
用
）
の
標
識
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
）
が
「
江
南
町
」
と
表
示
さ
れ
た

も
の
に
変
わ
り
ま
す
。
交
換
は
別
表
の

と
お
り
無
料
で
行
い
ま
す
。
で
き
る
だ

低

’へ

に
伴
う

し
ら
せ

　
け
日
程
表
で
定
め
ら
れ
た
日
に
交
換
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
◎
五
〇
㏄
～
一
二
五
㏄
の
原
動
機
付
自

　
転
車
は
車
両
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
持
参
で
き
な
い
場
合
は
、
車
名
、
車
台

　
番
号
を
ひ
か
え
て
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

　
ト
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
◎
小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
用
）
は
ナ

　
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
み
を
持
参
し
て
く

だ
さ
“
．

　
◎
十
一
月
七
日
（
木
）
～
八
日
（
金
）

　
は
役
場
で
の
交
換
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
◎
期
間
中
に
交
換
で
き
な
い
方
は
期
間

次代をになう元気な子どもたち

　
ま
た
、
工
業
面
で
も
、
企
業
誘
致
が

進
み
、
今
で
は
三
十
余
り
の
工
場
が
進

出
、
村
民
の
雇
用
面
で
も
、
ま
た
村
財

政
上
か
ら
も
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
』

い
ま
す
。

　
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
水

道
は
、
普
及
率
が
九
六
％
、
そ
し
て

道
路
網
も
、
生
活
道
路
は
ほ
と
ん
ど

舗
装
さ
れ
、
大
変
便
利
に
な
り
ま
し

た
。　
ま
た
、
教
育
・
文
化
な
ど
の
面
で
も

目
ざ
ま
し
い
発
展
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
南
・
北
中
学
校
が
統
合
さ
れ
、
江
南

中
と
な
っ
て
二
十
六
年
、
伝
統
あ
る
木

終
了
後
、
役
場
窓
口
で
至
急
交
換
し
て

く
だ
さ
い
。

ナンバープレート交換日程
期　日 場　　所 対象地区 時　　間

11月7日（木）
繭集出荷所

（江南農協南支所東）

須賀広、野原
小江川

午前
9：00～12：00

塩、板井、柴、
千代

午後
1：00～4：00

11月8日㈹
農業総合センター

敷地内集出荷所

成沢、三本、
上新田、押切

午前
9：00～12：00

樋春、

御正新田
午後
1：00～4：00

11月9日q〕 江南町役場
全　地　区

午前
9：00～12：00

午後
1＝00～4：00

11月10日（日） 〃

斜
　
（

造
校
舎
か
ら
、
こ
の
ほ
ど
近
代
的
な
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
校
舎
へ
生
れ

変
わ
り
ま
し
た
。
村
立
の
幼
稚
園
や
保

育
所
も
で
き
、
毎
日
子
ど
も
た
ち
の
か

わ
い
い
歓
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　
そ
の
他
、
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
の
高

ま
り
、
社
会
教
育
に
お
け
る
盛
り
上
が

り
は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
三
十
年
間
で
江
南
村

は
大
き
く
変
ぼ
う
し
、
す
ば
ら
し
い
発

展
を
と
げ
ま
し
た
。
こ
れ
も
村
民
一
人

ひ
と
り
の
努
力
の
結
晶
で
す
。
そ
し
て

今
ま
た
江
南
町
と
な
り
、
さ
ら
に
大
き

な
飛
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

印
鑑
登
録
証
を

交
換

　
十
月
末
日
ま
で
に
印
鑑
登
録
を
さ
れ

た
方
は
、
十
一
月
一
日
か
ら
新
し
い
印

鑑
登
録
証
に
変
り
ま
す
。

　
次
の
日
程
に
よ
り
交
換
し
ま
す
の
で
、

現
在
お
痒
ち
の
印
鑑
登
録
証
と
交
換
に

来
る
方
の
印
鑑
（
認
印
で
可
）
を
持
参

の
上
、
日
程
期
間
内
に
交
換
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

■
交
換
日
程

　
十
一
月
一
日
（
金
）
～
十
一
月
十
七

日
（
日
〉
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五

人口の動き

10，405

／9・430
8．533

8．485
8，059

7．7517、850

千人

10

　9

　8

　7

30　35　40　45　50　55　60年

時
ま
で
（
た
だ
し
日
曜
日
は
午
前
九
時

～
午
後
四
時
）

■
場
所
役
場
・
住
民
課
窓
口

■
注
意

ω
本
人
で
な
く
て
も
交
換
で
き
ま
す
。

の
期
間
中
交
換
で
き
な
か
っ
た
方
は
至

急
住
民
課
窓
口
で
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

㈹
登
録
証
を
な
く
さ
れ
た
方
は
廃
止
届

と
新
規
の
印
鑑
登
録
手
続
き
が
必
要
で

す
。○
国
民
健
康
保
険
証

○
老
人
医
療
受
給
者
証
と
健
康
手
帳

○
乳
児
医
療
受
給
者
証

　
に
つ
い
て
は
、
十
一
月
一
日
以
降
、

「
江
南
村
」
と
あ
る
の
は
「
江
南
町
」

と
読
み
か
え
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
の
で
、

現
在
お
持
ち
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
ご
使

用
く
だ
さ
い
。
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そ

の

他

59

年
度
決
算
を
認
定

　
昭
和
六
十
年
議
会
第
三
回
定
例
会
は
、

九
月
十
三
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
開
か

れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
昭

和
五
十
九
年
度
一
般
、
各
特
別
会
計
決

算
、
昭
和
六
十
年
度
補
正
予
算
、
町
制

施
行
に
伴
う
条
例
の
整
理
、
人
事
関
係

な
ど
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
歳
入
三
十

億
三
百
一
万
三
千
三
百
二
十
一
円
、
歳

出
二
十
七
億
九
千
五
百
六
十
一
万
五
千

九
百
三
十
円
で
決
算
し
ま
し
た
。
詳
し

く
は
次
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

人

事

補
　
正
　
予
算

O
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
任

命
の
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

●
住
所

　
江
南
村
大
字
押
切
二
五
二
七
番
地
九

●
氏
　
名

　
船
橋
　
広
之

●
生
年
月
日

　
大
正
十
三
年
一
月
二
十
四
日

O
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
、

　
選
任
に
つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
い
次
の
と
お
り
選
任

の
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

●
住
所

　
江
南
村
大
字
野
原
四
三
〇
番
地

●
氏
　
名

　
岡
田
　
定
一

●
生
年
月
日

　
昭
和
二
年
三
月
三
日

O
町
制
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

　
に
関
す
る
条
例

　
町
制
施
行
に
伴
っ
て
、
現
在
使
わ

て
い
る
条
例
中
の
「
村
」
と
あ
る
部

が
「
町
」
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

O
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
の
農

集
落
排
水
処
理
施
設
工
事
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
工
事
請
負
契
約
が
締
結

れ
ま
し
た
。

●
契
約
の
金
額

　
四
千
七
百
万
円

●
契
約
の
相
手
方

　
ユ
ニ
チ
カ
株
式
会
社

長寿番付発表

O
昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
た
め
池
改
修
工
事
、
農
業
排
水
路
整

備
工
事
、
運
動
公
園
整
備
工
事
、
農
山

村
集
落
排
水
処
理
管
路
埋
没
工
事
な
ど

二
億
三
千
四
百
六
十
二
万
八
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
二
十

三
億
七
千
四
十
六
万
三
千
円
と
し
ま
し

た
。決

算

O
昭
和
五
十
九
年
度
決
算
認
定
に
つ
い

　
て
　
昭
和
五
十
九
年
度
の
一
般
会
計
、
水

道
事
業
特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
、
老
人
保
険
特
別
会
計
、
住
宅

資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
の
各
決
算
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

㌧）

）

横綱は

斉藤志やうさん96歳

長寿番付　　　　10月1日現在

　
江
南
村
の
長
寿
番
付
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
最
高
齢
者
は
野
原
に
お
住
ま
い
の

斉
藤
志
や
う
さ
ん
。
十
月
一
日
現
在
で

九
十
六
歳
、
横
綱
と
な
る
の
は
三
年
連

続
で
す
。

斉藤さん

氏　名 性
別
生年月日 年

齢 住　　　　　　　所

斉藤志やう 女
明
2
2
． 3．2

96 江南村大字野原1，191

坂田　ます 〃 23．4．8 95 〃　　押切130

関口　せい 〃 25。5．1 93 〃　　押切2，528

鈴木　のぶ 〃 25．10．5 92 〃　　塩93－2

秋山幹太郎 男 25．12．25 92 〃　小江川必編／
　　　　　　k

高橋　婦志 女 26．5．3 92 　　　　　　）〃　　須賀広573

福田　けい 〃 26．6．25 92 〃　　成沢215

高橋嘉四郎 男 26．9．14 92 〃　　須賀広285

持田　みい 女 26．10．12 91 〃　　樋春332－2

福田勝次郎 男 27．1．5 91 〃　　上新田253－1

馬場　こう 女 27．11．10 90 〃　　樋春832

黒田　ソノ 〃 27．12．9 90 〃　　小江川，396

長谷川登美 〃 28．8．1 90 〃　　三本665

飯塚徳次郎 男 28．9．21 90 〃　　小江川604

福田　はな 女 28．10．6 89 〃　　成沢385

新井　つや 〃 28．10．27 89 〃　　上新田98

井桁　やす 〃 28．12．1 89 〃　　野原461－3

馬場春乃 〃 29．2．21 89 〃　樋春1，058

松本ヤス子 〃 29．5．10 89 〃　　御正新田576

宇治川ゑく 〃 29．8．3’ 89 〃　　板井704

吉野　もん 〃 29．10．12 88 〃　　板井1，106－1

飯塚　いそ 〃 30．4．22 88 ”　小江川6謄＼

石川　てる 〃 30．9．20 88 〃　枢川1，396

し

）

　
十
月
一
日
現
在
で
八
十
八
歳
以
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

お
年
寄
り
は
別
表
の
と
お
り
二
十
四
人
。

男
女
別
で
は
男
性
四
人
、
女
性
二
十
人

と
女
性
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
ま

す
。　
明
治
二
十
年
代
に
ど
ん
な
こ
と
が
起

っ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
明
治
二
十
二

年
に
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
、
ま
た
、

二
十
七
年
に
は
日
清
戦
争
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
一
世
紀
近
く
を
生

き
て
こ
ら
れ
た
み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら

も
お
一
兀
台
凧
で
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
ー
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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r

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
の

保
険
料
は
？

　
国
民
年
金
が
改
正
さ
れ
、
来
年
四
月

か
ら
新
し
い
年
金
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　
新
制
度
で
は
、
厚
生
年
金
や
船
員
保

険
の
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
任
意
加

入
か
ら
強
制
加
入
に
変
わ
り
ま
す
が
、

保
険
料
は
、
自
分
で
納
め
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
理
由
は
、
扶
養
者
の
加
入
し
て

い
る
厚
生
年
金
制
度
が
、
ま
と
め
て
負

担
す
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。

　
“
現
況
届
”
の
提
出
お
忘
れ
な
く

　
保
険
料
を
自
分
で
納
め
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
被
扶
養
配
偶
者
で
あ
る

こ
と
の
確
認
を
受
け
る
た
め
に
届
出
が

必
要
で
す
。

　
届
出
に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金
に
任

意
加
入
し
て
い
る
方
に
、
社
会
保
険
庁

　　（第3号被保険者）

　夫の厚生年金制度からまとめて拠

出、市町村に届出をすれば、保険料

を納めなくてよい。

へ
へ
も

穴

》（

（
。
ビ
し

（
（

か
ら
十
一
月

初
め
に
「
国

民
年
金
任
意

加
入
被
保
険

者
現
況
届
書
」

と
い
う
届
出

用
紙
を
送
付

し
ま
す
。

　
該
当
さ
れ

る
方
は
、
こ

の
用
紙
を
使

っ
て
忘
れ
ず
に
、
役
場
の
年
金
係
に
届

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
な
が
ら
、
届
出
用
紙
が
送
付
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
で
も
、
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
は
、
十
一
月
以
降
に
配
偶
者
の

年
金
手
帳
（
ま
た
は
厚
生
年
金
被
保
険

者
証
）
、
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
印

鑑
を
持
参
の
う
え
、
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。
届
出
用
紙
は
役
場
の
年
金
係
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
届
出
期
間
は
、
い
ず
れ
の
場
合
も
昭

和
六
十
一
年
一
月
三
十
一
、
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
出
を
忘
れ
る
と

引
き
続
き
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
夫
が
厚
生
年
金
ま
た
は
船
員

保
険
に
加
入
し
て
い
て
も
、
そ
の
夫
に

よ
り
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
方
や
、
夫
が

共
済
組
奢
の
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

は
、
今
匝
の
届
出
は
不
用
で
す
。
共
済

組
合
の
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
の
場

合
は
、
共
済
組
合
に
基
礎
年
金
を
導
入

す
る
た
め
の
改
正
法
案
が
現
在
国
会
で

審
議
中
で
す
の
で
、
後
ほ
ど
必
要
な
届

出
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
　
（
。

［
陰
獣
嚢
営
鄭
引
・

　
十
月
八
日
か
ら
十
日
間
は
、
　
「
違
反

建
築
、
違
反
宅
造
を
な
く
し
て
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
の
運
動
が
展
開
さ
れ

ま
す
。

　
村
民
の
み
な
さ
ん
も
こ
れ
を
機
会
に

宅
地
の
購
入
や
家
屋
を
建
築
す
る
場
合

に
は
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
ま
し

よ
う
。

▽
宅
地
の
購
入
は
「
市
街
化
区
域
」
内

に
。　
「
市
街
化
調
整
区
域
」
で
は
、
原
則

と
し
て
建
物
は
建
て
ら
れ
ま
せ
ん
。

▽
建
物
を
建
て
る
場
合
は
、
幅
員
四
メ

ー
ト
ル
以
上
の
道
路
に
ニ
メ
ー
ト
ル
以

上
接
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
建
築
の
際
に
は
、
・
役
場
建
設
課
へ

建
築
確
認
申
請
書
を
提
出
す
る
の
を
お

忘
れ
な
く
。

▽
宅
地
建
物
取
引
は
、
建
設
大
臣
か
知

事
の
免
許
を
受
け
た
者
を
依
頼
し
ま
し

ょ
う
。

　
く
わ
し
く
は
役
場
建
設
課
、
各
土
木

事
務
所
、
県
建
築
指
導
課
ま
た
は
土
地

行
政
課
に
。

垂
纏
雪
匿
蚤
昌
監
要
き
琴
争
竜
響
署
争
直
塾
－
昼
三
冒
」
昌
唇
H
6
量
益
唇
－
巴
冒
言
蛋
瓢
7
雪
冒
」
馨
巳
璽
昏
魯
『
蓼
巳
響
‘
π
旦
馬
暦
『
き
『

行
政
・
心
配
ご
と
相
談

■
と
　
き

　
十
月
二
十
二
日
、
十
一
月
二
十
六
日

午
前
九
時
三
十
分
～
正
午

■
と
こ
ろ

　
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

※
十
月
は
弁
護
士
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

自
衛
官
募
集

■
資
格

　
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満
の
者

■
給
与
等

　
初
任
給
十
万
一
千
四
百
円
、
賞
与
年

三
回
、
依
食
住
は
無
料
支
給
ま
た
は
貸

与
。■
そ
の
他

　
希
望
者
は
大
学
二
部
、
定
時
制
高
校
、

等
へ
の
通
学
、
通
信
教
育
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ

　
熊
谷
募
集
事
務
所

　
　
台
二
二
ー
四
八
五
五
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戻

漁

　
待
ぢ
に
待
っ
た
中
学
校
校
舎
が
つ
い

に
完
成
、
八
日
に
は
竣
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
改
築
工
事
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

髪
購灘灘灘

一欝§蓬、
馨 馨

雛
嚢
獲舞
鏡霧．

運

拳
璽

翻

縦
畠
馨

嚢魏

柘硯

灘
　

す
。○
建
築
面
積
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

三
階
建
五
、
六
九
二
㎡
／
○
工
期
、
昭

和
五
十
九
年
七
月
一
日
～
昭
和
六
十
年

雛

門から校舎を臨む

焦

）
㎜
難
、
嚢

般
財
源
三
億
七
千
三
百
四
十
九
万
三
千

円　
竣
工
式
は
午
前
十
時
か
ら
江
南
中
敷

地
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
式
の
こ
と
ば
に
続
き
、
村
長
の
式

辞
、
教
育
長
か
ら
改
築
の
経
過
報
告
、

そ
し
て
祝
辞
が
議
会
議
長
、
大
里
教
育

事
務
所
長
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
謝
辞
と
し
て
校
長
先
生
、
生

徒
代
表
の
三
年
生
、
岩
間
貴
代
子
さ
ん

が
感
謝
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
閉
式
と
な

り
ま
し
た
。

村
民
野
球
大
会

　
優
勝
は
深
沢
製
作
所

　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ー
ム

5大会結果

旨、

　
　
板
井
ス
ポ
ー
ツ

　
　
愛
　
好
　
　
会

1
　
　
江
南
力
ー
プ

4
　
　
中
央
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
三
本
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
江
南
村
役
場

　
　
　
　
　
　
片
山
鉄
工
所

　
　
　
　
　
　
畜
産
ク
ラ
ブ

　　6
　0　　　3

1　6　0　6

　6117163
下江千メ樋深二

押蔚簗
切院ブズ春所川

信役

）

）

置、点火されたので紙上より報告いたします。歩行

者及び自転車の方は専用のボタンを押して渡って下

さい。

　
昭
和
六
十
年
度
の
村
民
野
球
大
会
が

九
月
八
日
、
十
五
日
の
二
日
問
に
わ
た

り
開
か
れ
、
深
沢
製
作
所
チ
ー
ム
が
板

井
ス
ポ
ー
ッ
愛
好
会
チ
ー
ム
を
破
り
優

勝
し
ま
し
た
。

　
残
暑
が
ま
だ
相
当
に
厳
し
い
九
月
八

日
、
十
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
準
々
快

勝
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
逆
に
十
五
巴

は
時
々
雨
の
ぱ
ら
つ
く
あ
い
に
く
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
準
決
勝
、
決
勝

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
上
の

と
お
り
で
す
。

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
〔
露
〕

成
　
　
沢

　
水
野
　
泰
子
　
三
女
（
良
　
夫
）

押
　
　
切

　
馬
場
　
　
豊
　
長
男
（
寿
　
郎
）

　
高
橋
　
健
太
　
二
男
（
三
　
夫
）

　
山
鳥
四
貯
　
祐
貴
　
二
男
（
二
三
夫
）

樋
．
春

　
関
谷
　
良
彦
　
長
男
（
幸
　
一
）

　
飯
野
　
史
菜
　
長
女
（
治
　
雄
）

御
正
新
田

　
小
島
亜
津
沙
　
長
女
（
　
力
　
）

板
　
　
井

　
早
川
　
達
也
　
長
男
（
仁
　
志
）

千
　
　
代

　
新
島
　
明
拓
　
長
男
（
雅
　
晴
）




